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１年 10／13 114.3±5.0 20.3±2.7 1.3±8.7 4／10／9 20／3 0
２年 15／6 123.5±3.1 24.6±3.3 2.8±11.8 1／13／7 21／0 1
３年 15／14 128.6±7.2 26.6±5.7 –0.8±11.9 13／7／9 28／1 2
４年 8／9 133.5±5.3 30.2±7.2 2.2±15.8 8／5／4 17／0 2
５年 15／11 138.5±7.0 32.1±6.2 –2.0±11.9 9／14／3 22／4 2






１年 3.0±1.2 3.7±0.5*** 0.7±1.0
２年 3.1±0.9 3.9±0.3*** 0.8±0.9
３年 3.2±1.0 3.6±0.7*** 0.4±1.1
４年 3.4±0.8 4.0±0.0*** 0.6±0.8
５年 2.7±0.9 3.7±0.5*** 1.0±1.0
６年 2.5±1.0 3.5±0.6*** 1.1±0.9









AB群 2.9±1.0 3.7±0.5*** 0.7±0.9
C群 3.0±1.0 3.8±0.4*** 0.8±1.0
DE群 2.9±1.1 3.7±0.6*** 0.8±1.2
＜運動の好き嫌い＞
好き 3.0±1.0 3.7±0.5*** 0.7±1.0
嫌い 1.4±0.5 3.5±0.8*** 2.1±0.9
＜肥満度＞
20％未満 3.0±1.0 3.7±0.5*** 0.8±1.0
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図４　単元前のシャトルラン回数と単元後への変化
率との関係
小学生を対象にしたスロージョギング持久走についての実践的研究
− 65 −
の変化量が多くなることが示された。これらの結果
が得られた理由として，本研究で用いたスロージョ
ギングは相対的な運動強度が低強度で実施できるた
め，体力が低く，運動が嫌いで，肥満傾向の児童で
あっても無理なく実践できた可能性が考えられた。
中学生を対象とした笹山らの報告12）においても，
本研究と同様の結果が認められており，20mシャト
ルランで分類した体力の低い生徒において，肯定的
な態度変化が認められている。これらのことから，
意図的にゆっくり走るスロージョギングは体力が低
く，運動が嫌いで，肥満傾向の学齢の小中学生が持
久走に対する肯定的な意識を育んで行く上で有効な
実践であることが推察された。
　さらに本研究では研究２において，単元前に比べ
単元後は20mシャトルランの回数が有意に増加し，
その変化率は単元前の20mシャトルラン回数の少
ない児童において高いことが示された。先行研究で
は単元の時間数は示されていないが持久走の授業を
行うと単元後にシャトルランの記録が良くなったと
する報告13）がある。しかし，本研究の実践は３時
間（単元前後の20mシャトルランを加えれば５時間）
の単元で実施しており，この短期間の持久走のトレ
ーニング効果によって，基礎体力としての全身持久
力が向上することについては疑問もある。本実践の
授業を担当した教諭に対象児童のこれまでの運動経
験について聞いてみると，スロージョギングのよう
な低強度の運動であっても，15分間途切れること
なく続けて行うような運動は経験したことがないと
いうことであった。著者が授業中と授業後の子ども
達の様子を観察したところ，スロージョギングの後
半でも運動強度が低いので息があがりはしないが，
止まらずに続けて走ることに対してかなり頑張って
取り組んでいる様子が伺えた。この傾向は，肥満傾
向で体力の低い子どもにおいて顕著であるように伺
えた。授業後には，全員が完走したことを，子ども
達同士が賞賛し合い，15分間走り抜いた達成感を
味わっている姿が見られた。以下はあくまでも推察
であるが，体力が低い子どもが単元後にシャトルラ
ン回数が増加したことは，シャトルランを含めて５
時間という短い単元の間にトレーニング効果があ
り，基礎体力が向上したという可能性を否定はでき
ない。しかしながら，本研究における体力が低い子
どもの持久走に対する肯定的なイメージ変化や15
分間という長い時間のスロージョギングを完走した
ことが自信になった様子が伺われたこと，「またや
りたい。楽しかった」「友達と一緒ならまたやりた
いし，長い時間に挑戦したい」「楽しかった。やっ
ていくうちに足もだんだん慣れてきた」といった感
想が見られたことを考慮すると，３時間の全授業で
15分間という長い時間を止まらず完走できたこと
が自信になり，意欲的かつ肯定的な意識でシャトル
ランに取り組んだ子どもの姿勢が，単元後にシャト
ルランの回数が増えることにつながった可能性が高
いのではないかと考えられた。
Ⅴ　まとめ
　本研究で行った研究１および研究２の結果から以
下のことが示された。
　研究１：小学１年生から６年生を対象としたスロ
ージョギングの持久走では，すべての学年で授業前
より授業後で「持久走を楽しいと思いますか？」の
質問に対して肯定的な意識変化が認められた。加え
て，持久走に対する肯定的な意識の変化量を，運動
の好き嫌い，肥満度で分類して比較した結果，運動
の嫌いな群は運動の好きな群と比べて，肥満度20
％以上の群では肥満度20％未満の群と比べて，有
意に変化量が高いことが示された。
　研究２：小学５年生を対象としたスロージョギン
グの持久走を３時間の単元で実施した結果，単元前
と比べ単元後には持久走に対する意識が肯定的なに
変化した。また，単元前と比べ単元後に20mシャ
トルランの回数が有意に増加し，その変化率は20m
シャトルランの回数が少ない子どもほど高かった。
　以上より，小学生を対象としたスロージョギング
の持久走は体力が低く，運動が嫌いで，肥満傾向の
児童においても，持久走に対する否定的なイメージ
を肯定的に変化させ，体力を向上させることをねら
いとした小学校体育授業の教材となる可能性が示唆
された。
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